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ほまれの家川越店の利用者様の声を直接伺うことで、想定していたよりも多くの作業に携わっていただくことができることがわかり、

障害者の就労への理解が深まりまった

今後の連携強化に向けた課題

実際に実習を行う中で利用者様一人ひとりの作業能力に寄り添った作業内容の設定を行っていく

連携先企業（担当者） 総務課長　佐藤　喜昭

利用者からの意見・評価

ディスカッションを行った担当職員から好印象を受けることができ、就労に対して前向きに取り組むことができるようになった

今後も自分に合ったお仕事を探していきたいと思った

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

株式会社リアン　ほまれの家川越店 1110402144

埼玉県川越市小室551-1リノコエド101 庄司　広美

049-257-4806 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞

活動場所

社会福祉法人　芳清会

特別養護老人ホーム　八瀬の里

実施日程　　　令和6年3月28日

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

特別養護老人ホームと連携し、実習に向けての説明会と

職員と作業内容に関するディスカッションを行った

利用者数   ４名

＜活動の様子＞

・施設内にどのような設備があるのか施設見学を行いながら

　実際に使用している設備について説明を受けた

・各階の備品保管場所へ移動しの不足備品の補充作業の

　見学を行った

・共有スペースにて特別養護老人ホームの担当者から作業内容の

　説明を受け、参加利用者からの作業に関する質疑応答や、

　新しい作業の提案などのディスカッションを行った

＜目的＞

様々な業種に関わることにより、一般就労に向けてどのような

知識や経験が必要なのかを改めて考える機会を設ける

また、説明会を通して自分自身の仕事への適正を考えることで

視野を広げ、一般就労への可能性を広げる

＜成果＞

実施した結果、施設見学や、作業見学を通じて一般就労についての

理解を深めることができた

また、利用者から進んで業務の提案を行うことで担当職員から好感触を

受け、就労の可能性を広げることができた

課題点

実際に就労した際に、職員と円滑なコミュニケーションを行い、

指示通りの作業を行えるかといった課題がある


